
船舶事故調査報告書 

令和７年１月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和６年３月３０日 １５時４０分ごろ 

発生場所 神奈川県鎌倉市材木座海岸南西方沖 

 葉山港Ａ防波堤灯台から真方位２９７°１.３海里付近 

（概位 北緯３５°１７.６′ 東経１３９°３２.４′） 

事故の概要 プレジャーボートaries
ア リ エ ス

は、北進中、わかめ養殖筏に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和６年４月１７日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート aries、９.７トン 

２５０－５４３５３神奈川、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 減速機に破損 

わかめ養殖筏 外枠のロープに切損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北西、風速 約３m/s、視界 良好 

海象：うねり 波向北、波高約１ｍ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、友人１人を乗せ、試運転の目的

で、神奈川県逗子市のマリーナ（以下「本件マリーナ」という。）を

出航した。 

 本船は、約１５ノットの対地速力で手動操舵により北進中、船長が

うねりの様子に注意を向けながら航行を続けていたところ、材木座海

岸南西方沖に設置されたわかめ
．．．

養殖筏（以下「本件筏」という。）に

乗り揚げた。 

 本船は、船長が本件マリーナに救助要請を行い、来援したプレ

ジャーボートに引き出され、本件マリーナにえい
．．

航された。 

 船長は、本事故発生場所付近を１０回程度航行していたが、支障な

く航行できており、本件筏が設置されていることを知らなかった。 

 船長は、ＧＰＳプロッターを作動させていたが、目視のみで航行で

きると思い、ＧＰＳプロッターを見ていなかった。 

 本件筏には、黄色と白色のブイが約５０個及び赤色の旗が２本設置

されていたが、船長は、うねりの影響により、本件筏、ブイ及び旗を

視認することができなかった。 

 本船の喫水は、船首尾共に約１.２ｍであった。 

分析 

 

 本船は、北進中、船長が、何度も航行した過去の経験から支障なく

航行できると思い、事前に水路調査を行っていなかったことから、本

件筏に気付かずに航行を続け、本件筏に乗り揚げたものと考えられ



る。 

 船長は、事前に本事故発生場所付近の水路調査を行っていなかった

こと、及びうねりの様子に注意を向けながら航行を続けていたことか

ら、本件筏が設置されていることに気付かなかったものと考えられ

る。 

原因  本事故は、本船が、北進中、船長が、何度も航行した過去の経験か

ら支障なく航行できると思い、事前に水路調査を行っていなかったた

め、本件筏に気付かずに航行を続け、本件筏に乗り揚げたものと考え

られる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、事前に航行する海域の水路調査を行い、養殖施設の設置

状況等を把握しておくこと。 

 


